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『ロ ミオ とジ ュ リエ ッ ト』 を

      ク ィ ア に見 る

  乳母の関与が もたらす もの

小町谷 尚子

序

 ジュリエ ットと乳母との関係を基軸 として 『ロミオとジュリエット』を考

えると，家父長制社会における愛と性にまつわる動 きにアンビヴァレンスが

存在することが読み取れる。ひとつは家父長制を支え，その社会の住人にな

ろうとす る動 き，もうひとつは家父長制の規範 に逆 らってゆ く動 きである。

乳母はジュリエットを養育 し世話をする母親代理の役割を担って社会への同

化 をはかる人間であ り，一方，その社会に逆 らい，離れようとする意識を具

えた人物でもある。こうして見ると，乳母は対極にある働 きを有するように

見えるが，それらの働 きは互いに相反するものではない。たしかに，ロミオ

の追放後，乳母がパ リスに乗 り換えるようジュリエッ トに勧める くだりは，

家長キャピュレットに従った乳母が家父長制に回収 されたと読むこともで き

るだろう。他方，そこには，自然の野蛮さや不条理な力を読み取ることもで

きる。 しかし，ジュリエットの乳母からの分離は，彼女のキャピュレット家

からの孤立 と方向性の確定において欠 くべからざる役割を果たしている。よ

って，乳母 とジュリエットとの関係は単 なる代理母と養い子 というよりもも

っと複雑で多層的な関係であると言える。ジュリエッ トのセクシュアリティ

の形成 における乳母の役割を見るとき，乳母はジュリエ ッ トに依存を許 し，

甘えさせる存在であると同時に，ジュリエ ットに及ぼすその支配力が家父長

制を脅かす存在で もある。乳母の言動 と恋人たちの最期を見直すとき，家父

長性社会内部で持ちつ持たれつの不可欠な関係がその枠 を越えて働 くとき，

本来優遇されるはずの異性愛が抑圧 されるという事実が浮き彫 りになろう。
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 拙論において，クィアに見ることとは，異性愛中心の人間関係を同性愛に

よって説明するという狭義のクィア理論によって立つものではない。クィア

理論提唱者Teresa de Lauretisは，ゲイ・セクシュアリティを 「社会を形成する

際の媒介 として機能 し，社会に対 して相互作用的であ りつつ抵抗的であ り，

参与 しつつも特殊性 を持ち，平等 と差異を同時に求め，平等な政治参加を要

求 し，実質的，歴史的個別性にこだわるもの」と述べている。1こ の原点か ら

出発することで，男性/女 性 というセクシャル ・アイデンティティやセクシ

ュアリティで自己の存在理由を捉 えることがなくなり，また，既存の性領域

を含んだ社会全体の役割分担や規範か ら解放 されることになり，性差の解体

が，そ して，セクシュアリテ ィの装置からの脱出が可能 となった。拙論は，

クィア理論の もたらしたこの効果が，家父長制内部で抑圧される異性愛へ と

対象を転換 しても，確認されることを明らかにしようとするものである。 し

たがって，『ロミオとジュリエ ット』を新 しい視座 と枠組みで捉えなおすこと

を試みるにつ き，社会，文化，制度において，既成の秩序 に従わぬ という意

味で，クィアという用語を戦略として用いるものとする。

Lセ クシュア リテ ィ形成に見 る両義的側面

 『ロ ミオ とジ ュリエ ット』研究 における フェミニス トの批評 は，家父長制 と

ジェ ンダー をキーワー ドに展 開 され て きた。 た とえば，女性 の従属 が家父長

制 を支 え るとい う前提か らロ ミオのア イデ ンテ ィテ ィ形成 を論 じたCoppelia

Ka㎞ ，2そ れに対 して，家父長制の圧力 によって揺れ動 くジュリエ ッ トの性 を

分析 したh・ene Dash，3あ るい は，家父長制 の性 の二重基準 に逆 らって対等 な

愛 を貫 くジ ュリエ ッ トの失 敗 をあぶ り出 したMarianne Novyの 批 評 があ る。4

ま た，Marjorie Garberに よ ってジュ リエ ッ トの成長 に通過儀礼 を読 む文化人類

学的 アプ ローチ も紹 介 され た。5一 方 で，ロマ ンテ ィックな愛 の謳 いあ げを，

新 しい時 代 の 要 求 に一 致 す る愛 の イ デ オ ロ ギ ー の 表 出 と読 むDympna

Callaghanの 文 化唯物論 の立場か らの解釈 があ る。6性 的含意 に満 ちた台詞 を
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取 り上げ，若者たちの生と死の物語にセクシュアリテ ィの言葉が交錯 し融合

していると指摘 した岩崎宗治の論考 も示唆に富む。 しか し，この悲劇を文化

的構築物 として見て，家父長制における女性の役割を自明のものとして論 を

展開 しているため，人物の変容についての分析に限 りがあった。7このように，

いずれの批評も，家父長制の社会規範にそむく恋人たちの意味 を取 り上げて

いるが，その視点が他の登場人物や周囲を交えた有機的な関わ りを論 じるの

に十分 に活かされることはなかった ようである。一方，かつて，Barbara

Everettが，乳母 を自然の表象 と見て，その発言がジュリエ ットの性愛の発展

を暗示すると読み，道化 としてのその役割か ら逆照射 して主題の分析に迫 り

はしたものの，あくまでジュリエットの成長を焦点とし，他の人物を含めた

劇的展開や自然と社会の関連を考察することはなかった。8こ れらの先行研

究を踏まえ，『ロミオとジュリエット』を社会と人物が働 きかけ合い，ぶつか

り合う場 として捉え，鋳型に押 し込むことなく，セクシュアリティと主題の

関連を今一度考え直す必要がある。

 ジュリエ ットのセクシュアリティ形成の模様に，支配的な言説に対する異

議申し立てを読み取ることができる。キャピュレット家で大切 に育てられた

ジュリエットの両親の期待 に反する結婚が物語の明暗の両面 を作 り出してい

ると見ることは，結局は，娘は父の命令に従 う受身の存在 として固定化 した

いという男性主導の欲望 を内在化 させた物語 と読んでこの劇 を矮小化，卑小

化 してしまう。主人公二人の成長の背後にあるものは何かということに目を

転 じてみると，家父長制を支える再生産行為(生 殖)を 目的とした異性愛か

らの二人の逸脱を，他者，そして外部が可能ならしめていることに気がつ く。

とりわけ，家父長制社会を揺るがす力が涵養される拠点 として重要な役割 を

果たすジュリエ ットは，同時にこの社会を成 り立たせる強制的異性愛の問い

直 しを明るみに出す磁場でもある。

 ジュリエットは乳離れや結婚 を経て変容する。Theodora A. Jankowskiは 異性

愛に基づ く権力構造 をあばき脱構築をはかる目的で，結婚の強要に抵抗する

処女の意義を探っている。家父長制の維持は女性の結婚，つまり，女性が家



4

父長制の性の経済において商品としての役割を果たすか否かに委ねられてい

る。よって，virginityの保持は女性の抵抗 を意味 し，異性愛に基づ く世界を揺

るがすこととなる。この観点から，Jankowskiは ，女性登場人物 を三種類に分

類する。1)抵 抗を見せつつ も最後には結婚生活に収まって家父長制の安定に

貢献する従順な女性，2)自 分の役割に疑問を投げかけ家父長制に挑む自立 し

た女性，そして3)徹 底的に家父長制の性の経済を拒絶する女性である。9さ

て，ジュリエットをこのいずれかに分類することは難 しい。当初，ジュリエ

ットは持ち出された結婚話に，そのような身の誉れは夢 にも思わなかった と

いう常套文句で応える(1.3.68)。 結婚に対する現実感が伴 ってこそいないが，

父に従川頁に従 うであろうと予期される女性，すなわちJankowskiの1)の 型の

女性 として登場する。つまり，ジュリエ ットは男性同士の絆 を強化するため

の交換物 として働 き，家父長制社会に丸 くおさまるはずの娘であった。 しか

し，ジュリエ ットが恋人ロミオとの関係を優先させてゆ くとき，家父長制社

会における理想的な異性愛関係，つまり，男性間の結束の強化に奉仕する異

性愛関係が もはや成立 しないことは明 らかである。そして，この社会の理想

的異性愛関係は，強制を拒むジュリエ ットの自由な愛の選択によって，疑問

を投げかけられる。ジュリエットのセクシュアリティ形成には，その両面的

価値が巧みに重ねられているのである。

II.ク ィ ア な社 会 と ク ィ ア な フ ァ ミ リー

 ジュリエ ットの逸脱 を論 じる前に，モンタギュー家 を嫌悪する父キャピュ

レットの家父長権が実体性を失 っているという背景に注 目することには意味

がある。ヴェローナの町は政治においては大公 を，信仰においてはロレンス

神父 を長とした家父長権が力を振 るう社会である。宿敵同士のキャピュレッ

ト家にもモ ンタギュー家にも，父親を頂点に した家父長制の構図を見ること

ができる。 ところが，キャピュレッ トはその最初の登場場面において，彼の

権威が弱まっていることが露呈されてしまう。両家のけんか騒ぎにキャピュ
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レットは割って入ろうとし，剣 を持ってくるように召使に命 じると夫人が代

わりに杖を持ってくるように頼む。

Capulet

Capulet's Wife

Capulet

What noise is this?Give me my long sword， ho!

Acrutch， a crutch-why call you for a sword?

My sword， I say. Old Montague is come，

And flourishes his blade in spite of me.    (L1.71-74)io

ここで，キャピュレットが老人であ り，騒 ぎを収めるだけの力を持たないこ

とが不吉にも示唆される。いさめに入った大公の台詞にも，長老たちにふさ

わ しいのは杖であることが重ねて示されてお り，年老いた者たちが しゃしゃ

り出ることの不自然さが強調される。

Prince By thee old Capulet and Montague，

Have thrice disturbed the quiet of our streets，

And made Verona's ancient citizens

Cast by their grave beseeming ornaments，

To wield old partisans in hands as old，

Cankered with peace to part your cankered hate. (1.1.86-91)

家父長制社 会 を足元 か らす くうの はこの弱体化 した父 世代 で ある と言 ってよ

い。 シェイ クス ピアは，若者 た ちの逸 脱 を弾劾 した材源 のArthur Brookeの

The Tragicall Historye of Ro〃aeus and Juliet(1562)と は異 な る背景社 会 と社

会通念 を描 い て， あ らか じめ社 会 その もの に も悲劇 にいた る仕掛 け を用 意

したので ある。11

 さ ら に， キャ ピュ レッ ト家の悲劇 の元は家父長権 の失 墜 に求 め られる。舞

踏会 にお いて， ロ ミオを見咎めてい きり立つテ ィボル トにキャ ピュ レ ッ トは

事 を荒立 てぬ よう我慢 を強い，耳 を傾 けぬテ ィボル トを叱責す るが，説得 に
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成功 したとは言いがたい。キャピュレットは主人たる自分 を前面に押 し出し，

暴君 と言って も良いほど威圧的に相手 をね じ伏せる態度 に出るが，ティボ

ル トは怒 りを煮えたぎらせ，我慢の借 りを返す ことを心に誓 ってお り，表

面的にしか家父長権が及ばない ことが明 らか となる。キャピュ レッ トが家

の長 としての力を十分 に発揮せず，ティボル トという危機を内包 している

ことは，男性の結束を基盤 として成 り立つ家父長制社会の秩序 におけるほ

ころびなのである。

11Lジ ュ リエ ッ トをめ ぐる女 性 た ちの ク ィア な輪

 家父長制に内包 される危険因子はキャピュレッ トやティボル トだけではな

い。女性が家父長制の性経済の商品としての役割 を担 うとき，その社会の安

定がはかられるという前提か らすれば，キャピュレット家の安定はジュリエ

ットの結婚に委ねられることになる。よって，キャピュレット夫人 と乳母の

ジュリエ ットの結婚話への関与はキャピュレット家の安泰に重大な意味 を持

つ。 しか しながら，パリスとの結婚問題に際 しての，キャピュ レット夫人と

乳母の結婚談義はジュリエットのクィアなセクシュアリティの形成を後押 し，

キャピュレットの思惑に逆らう結果をもたらす。

 パ リスか らの結婚の申し込みにキ ャピュレットはジュリエ ットが まだ幼

す ぎるのではと答えている。

Capulet

Paris

Capulet

Let two more summers wither in their pride

Ere we may think her ripe to be a bride.

Younger than she are happy mothers made.

And too soon marred are those so early made.

Earth hath swallowed all my hopes but she； (L2.10-14)

実際，キャピュレット夫人と乳母が適齢期の問題 を語るとき，明確に示 され
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るのはジュリエ ットの若 さである。12母 もまた，ジュリエ ットの年齢には結

婚 したのであるが，ジュリエ ット以外の子は亡 くなってしまったというキャ

ピュレットの話から，こうした早婚は家系の存続を危うくすることがわかる。

にもかかわらず，ジュリエ ットにキャピュレット家の将来を委ねるあ り方，

そして，そのジュリエ ットへのパリス との結婚話その ものが，キャピュレッ

ト家の不幸を呼ぶ原因になっているのである。

 ところで，キャピュレット夫人と乳母は，この無垢なジュリエ ットにそれ

ぞれが結婚観を示すが，二人の言葉の裏にも家父長制のほころびが垣間見え

る。夫人はパ リスの人柄，経済力に目を留め，乳母は子 をもうける行為に言

及する。それぞれが贈与物 として交換される娘 に家父長制社会の基盤 として

の異性愛のあり方 を指 し示 している。二人による結婚の勧めから，ジュリエ

ットのセクシュアリティが家父長制社会の枠内で抑圧 され，生殖を享受 させ

られるもの として形成されることが期待 されているとわかる。 しかし，表向

きはジュリエットに男性主導の秩序に従うことを促 しているようで，その実，

女性 を男性 と対等な主体 とみなしていることが二人の言動 にうかがわれるこ

とは特筆すべ きである。キャピュレット夫人は，夫を本の中身，妻 を表紙に

たとえているが，ここには釣 り合いを尊ぶ意識が働いている。

Capulet's Wife Read o'er the volume of young Paris'face，

And find delight writ there with beauty's pen；

This precious book of love， this unbound lover，

To beautify him only lacks a cover.

That book in many's eyes doth share the glory

That in gold clasps locks in the golden story.

So shall you share all that he doth possess，

By having him， making yourself no less.
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Nurse No less， nay， bigger-women grow by men.  (L3.83-97)

ここで，表紙の欠けた本，装丁されていない男の意味するものは，岩崎 も指

摘するように，妻のいない単身者は不完全であるということである。13それば

か りかむしろ，女性の優位 を裏書 きする台詞 とも考えられる。 ここでは，父

から夫の元への身柄の移行 について，支配するもの/支 配されるもののジェ

ンダー ・ポリティクスが逆転 し，男性は対象化 され，女性の能動性が肯定 さ

れているのである。加えて，女性が男性によって子 をもうけると言及する乳

母の台詞には，女性が “weaker vessels”(L 1.14-15)か ら女性主導の生産的な身

体へと捉えなおされていることがはっきりと示 され，ここにも女性主体を確

認することができる。Callaghanは ，これに先立つジュリエットの乳離れにつ

いての乳母の回想に，家父長制に従いなが らも女性が示す肉欲，母性，性愛を

見ると同時に，キャピュレット夫人の 「この愛 という本」 というロマンティツ

クな台詞が劇を支配するものと捉え，この場面の重要性を強調 している。14こ

のように見たとき，女性の社会への関与が認め られ，また，支配的な価値基

準に対 して下位 に甘んじていた関係性は恣意的なものであったとして否定 さ

れるだろう。

 しか も，家父長制の束縛から解かれた女性の欲望/反 発関係は，キャピ

ュレット夫人が乳母 を立ち会わせてジュリエッ トに説 く場面が男性不在で

ある点 にも如実に表 されている。二人の結婚観から，家父長制における再

生産の装置 にはとどまらない新 たな意味が女性の役割 に付与 されていると

見て よい。主役 は女性 なのだ と雄弁 に物語 ってい るのである。つ ま り，

Callaghanの 指摘 した女性主体 とその欲望が，ジュリエ ットとキャピュレッ

ト夫人，乳母 との関係 において形成 されることが確認 され よう。 したがっ

て，キャピュレッ ト夫人 と乳母が築 く女性版ホモ ソーシャルボン ド(社 会

的に同質な絆)が ジュリエ ットの能動性 を引 き出し，男女の主/従 の対の

関係を解体する装置 として機能 しているのである。15

 この対の思想解体 に加えて， さらに，寡婦である乳母と子を生すことのな
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いキャピュレット夫人とともにあることが，非生産的に一生 を終えるという

暗い影をジュリエ ットに落としていることも見逃すことはできない。性的な

身体を持たない存在がジュリエ ットを性的な存在 として扱 うと同時に，上述

したような非生産的身体の もたらす現実一 家系の存続の危機  を見せつ

け，はてに待 ち受けるものが，実 りのない世界であることを，基調に響かせ

ているのである。

 この女性たちの絆は，ロミオの追放の決定後にパリス との結婚 を拒むジュ

リエ ットを家長キャピュレッ トの意に沿わせようとする際にもその力を発揮

する。いったんはジュリエ ットをかばってキャピュレットにたてつ く乳母は，

キャピュレットの怒 りにふれて沈黙する。夫人 と声 を合わせて，キャピュレ

ットとジュリエ ットを和解 させようとする乳母は，夫妻の退場後，ジュリエ

ッ トの信頼を逆手にとり，掌を返 したように彼女にパ リス との結婚を勧める。

Romeo is banished， and all the world to nothing

That he dares ne'er come back to challenge you；

Or ifhe do， it needs must be by stealth.

Then， since the case so stands as now it doth，

Ithink it best you married with the County. (IIL5.213-17)

ジュリエットの結婚を知る乳母の変化は重要である。かつて，ジュリエ ット

の結婚を推 し進めた当の彼女が，ジュリエ ットに利己的，悪意的，そ して破

壊的 とも思える言葉をかける。それは家父長制が基づ く秩序を破壊 しかねな

い野蛮な態度であるが，彼女の体質は原始的であり，ノルムに縛 られない自

由さが与えられていると見ることができる。かつてジュリエ ットに授乳 した

養育の恩 を口にした彼女は，支配的な面を有 していた。乳母の結婚における

セクシャルな面の強調は俗的であり，ジュリエ ットの性急な結婚 を進める原

動力 となっている点から見ても，ジュリエ ットと乳母との愛憎関係の背後に

は両義的な側面がある。女性版ホモソーシャルボンドの挑発によって発生す
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るセクシュアリティこそ，実は家父長制によって抑圧されていたものであり，

乳母はそれを外面化する装置，回路，媒体 として機能するのである。他方，

乳母がキャピュレットによって，また，ジュリエ ットによって，罵倒 される

ことはどちらの側 とも正反対にある人間であったことを示 している。乳母が

調和をもたらす存在ではなかったことは，ジュリエ ットの恋の行方にも作用

するのである。そして，ジュリエットが乳母に示す女性によるミソジニーは，

彼女が縛 られていた家父長制を支える異性愛からの離脱のために必要な呪詛

であったのだ。この女性版ホモ ソーシャルボンドの作用に，マキューシオ，

ベ ンボーリオ，神父，ロミオらが綾なすホモソーシャルボン ドが，相乗効果

をもたらしている。男性版ホモソーシャルボンドの働 きにより，男性同士の

絆による家父長制への貢献に対 して懐疑の目が向けられ，虚構の強制的異性

愛に対する嫌悪感が表出する。ロミオの場合，マキューシオの抑圧 された憤

りとベンボーリオの真面目な友情 にロミオの決心の原因が求められる。男性

版，女性版ホモソーシャルボンドは問題点 を浮上させる触媒であり，互いに

うらはらの関係にある。両者が絡み合 うことで生成 されるものについては稿

をあらためて論ずることとし，ここでは，同 じ社会性 を有すると見られる親

密な間柄の共謀者に主人公の道案内が託 される構図に，劇のシナリオが見え

隠れしていることを確認 しておきたい。

IV.ク ィア な異性 愛 の 形 成 とそ れ を推 し進 め る もの

 子孫 を産む身体性の価値を女性に認める家父長制のあ り方は，父娘，ジュ

リエ ットと母や乳母 との関係の どちらにおいても肯定されているが，ロミオ

との結婚が成立 した時点で，ジュリエットの身体性の価値は，ロレンス神父

も言うように，モ ンタギュー家 とキャピュレット家の不和を解決するという

という一点にしか求められない。



Friar Lawrence
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But come， young waverer， come， go with me；

In one respect I'll thy assistant be：

For this alliance may so happy prove，

To turn your households'rancour to pure love.

11

(IL2.89-92)

これは不幸に して彼女の父親の望むかたちではない身体性の利用である。つ

まり，父親の保護の元にあって言 うことを聞 くはずの娘の抵抗 に悲劇の一要

因を見出す ことがで きるだろう。ジュリエ ットがパ リス との結婚話を承知 し

ていなが ら，父の期待 を裏切 り，ロミオと結婚 した時点で，家父長制体制 を

揺 るがす危険な欲望は排除するか包摂するかのいずれかの形でのコントロー

ル しか許されない。

 ジュリエ ットのセクシュアリティは能動的である。男性が主導権を握る異

性愛構造に収 まらない。ジュリエ ットはロミオとの初対面においては，優雅

な言葉の交 し合いの中で，自らを受動的な存在へ と客体化 しているが，バル

コニーシーンにおいては，先に結婚 を口にし，支配的な役割 を担っている。

Juliet Three words， dear Romeo， and good night indeed.

If that thy bent of love be honourable，

Thy purpose marriage， send me word tomorrow， (II.1.185-87)

ここで，ジュリエ ットは受身の存在から行動する存在へ と造形 し直 されてい

るのである。また，ジュリエ ットの露骨とも言えるような初夜 を待ちわびる

台詞は，女性に対する男性の支配構造の縮図を思い起こさせ なが らも，従川頁

な娘 とは異質な女性のイメージを明確 にする。

Juliet O，Ihave bought the mansion of a love，

But not possessed it；and though I am sold，

Not yet enjoyed.        (IIL2.26-28)
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このとき，彼女のセクシュアリティは欲望の客体ではな く主体 として発現す

る。能動 と受動の異性愛関係を逆転させたとき，ジュリエットとロミオとの

結婚は，家父長制社会が理想 とする結婚を否定することになるのである。

 若者たちの悲劇的破局への道筋をつけたのは乳母 とロレンス神父の二人で

ある。二人の重要性は，家父長制における役割からの逸脱一 家族の絆 を断

裂する一 という点に求められるが，乳母はその滑稽 な言動に，神父は劇の

良心 としての働 きにのみ注目が集まり， ともに従来軽視 されて きたと言わざ

るを得ない。16ロ ミオにしてもジュリエットに しても，家父長制社会から逃

れることはできない。家長に背いては信仰上の長であるロレンス神父，そ し

て，ジュリエットにおいては神父に加えて養育 してくれた乳母に頼るほかに

術はない。この若い二人が頼 りとした大人二人の取った行動を，家父長制の

内部 と外部の力の絡み合うインタラクションの場 として捉えなおす ことがで

きる。乳母 も神父も異性愛関係の外部に存在するものの，家父長制社会にお

いて，家長 と共犯関係にあるはずであった。しか しながら，乳母はその養い

子の結婚を家長の決定に従って進めるべ きであるのを，養い子の情熱 に負け

て，家長の命に背 く手伝いを して しまう。神父は恋人たちの結婚が家父長制

の性経済に基づ くものでないこと，両家長の許 しを得ないものであることを

知っていながらにして，両家の不和の解決 を託す という高望みをする。そ し

て，密かに二人の結婚，ロ ミオの追放が決まって後 も二人の再会の時を整え

ることによって，家父長制社会の原則に逆 らう。いったん束縛が解けたジュ

リエッ トと，直情的なロミオとの二人のセクシュアリテ ィを封 じ込めると同

時に制御 しようとする神父の目論見は，家父長制そのものを統御する力とし

て働 く。 しかし，結果として，神父が もくろんだ調和 をもたらすはずの結婚

は，男性同士の関係強化に貢献せず，男性 ロミオが女性 ジュリエ ットを包摂

することもないまま，家父長制社会に相容れないクィアな異性愛 と化 して不

備に終わるのである。

 キャピュレット家の家父長制体制を磐石なものにするのはジュリエ ットと
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パリスとの結婚であった。家長であるキャピュレッ トの命は，性の経済 を川頁

調に活動 させ，家父長制 に逆らう新たな可能性を禁 じて，従来どお りの硬直

した力学的な関係に基づ く異性関係 を築 くことを良 しとしていた。そう考え

ると，乳母とロレンス神父の行動に家父長制そのものへの挑戦 を読み取るこ

ともできそうである。実際，異性愛の外部にある二人が，内部で共犯関係 を

結んで家父長制を支えると見せて，内実は裏切っている構造 を見出す時，家

父長制の基盤が異性愛に基づ くものであるとは虚構であること，そ して内部

から支える好 ましい共犯関係の協力な くしては家父長制の存在が危 うくなる

ことが確認 される。ロミオと神父の結託，ジュリエ ットと乳母の絆は，家父

長制社会における自然な異性愛行為 を支えるべ きであるのを，その役目を果

たさず，家父長制の実なき虚構 を暴 く物差 しとなっているのである。

結語 ク ィア なエ ン デ ィ ン グ

 最後に，性の経済に組み込 まれることなく意志 を持って死に赴いた若者の

存在の意味 を再考する必要があろう。ジュリエ ットはロミオとの契 りを重ん

じ，パ リスとの結婚を拒絶 して自立的にキャピュレット家からの独立に及ん

でゆく。ジュリエ ットは結婚話の折のキャピュレット夫人と乳母の誘導によ

り，ロ ミオとの出会いか ら急速にセクシュア リティが形成されるに及んで，

一気に家父長制の従順な娘の規範をはずれてゆく。そうして，構造の緩んだ

家父長制体制 において，内部から本来の役割をはずれたクィアな進行役であ

る乳母 と神父が，両家の不和を解決するという異性愛体制の虚構を図 らずも

露呈して，異性愛の抑圧に貢献 したことに気づ く。

 となれば，終幕の黄金像の建立は何を意味するだろうか。た しかに，家父

長制社会に逆 らわぬ異性愛の顕在化 と見ることも可能である。あるいは，ロ

マンティックな愛の謳いあげへの期待は裏切られて，代わりに家父長制の安

定は結局のところ家長の認めるところにおいてのみ果たされるという帰結 を

見ることもできるように思われる。 しか しなが ら，黄金像はジュリエ ットの
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貞節 をたたえるという目的の裏で，ジュリエ ットがそのセクシュアリティの

赴 くまま，家父長制に受け入れられぬ異性愛 を全うしたことを訴え，家父長

制における娘のステロタイプに挑戦 した表象となっている。 しか も，黄金像

は家父長制社会において男性中心，異性愛中心の構造 と，その構造 を放棄 し

た恋人たちの姿 との双方の性質を同時に提示 し，それにより家父長制社会に

おけるセクシュアリテ ィを，クィアである，ないに関わらず正当化 し，反復

し，再生産 して具現化するはずのものであったのだ。 さらに，主人公二人の

黄金像の建立が約束にとどま り視覚化 されないことは，新 しいイデオロギー

の構築に対する一種の保留 と見てもよい。乳母という共謀者によって，調和

的と見える物語 を百八十度反転させることも可能なのだ。絶対的な家父長制

の維持は約束 されないというのがこの物語の核心ではなかったか。
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Synopsis

Queering Romeo and Juliet: 
    The Problematic Nurse 

and an Emergent Ideology of Love

Naoko Komachiya

  An emergent ideology of love in Romeo and Juliet appears to have been 

central and centrally attacked in the controversy over a defiant daughter in 

a patriarchal society. Thus, a study of the ways in which Shakespeare deals 

with an integral part of the family, Juliet and her father, reveals, from one 

perspective that of how he employs the relationship of the father and 

the daughter he uses the father's redemption as negotiation of the 

father-daughter relationship and reconciliation between the feuding 

families, all of which mirror the social circumstances of the early modern 

society. From another perspective that of why he questions this kinship 

bond he employs the relationship among the family for the positive 

purposes of subversion, thereby again commenting on the social mores of 

the period. However, Shakespeare does not romanticize or idealize the 

father-daughter relationship. Rather, in such a relationship he creates a 

female subject for larger societal issues that inflamed his era. He presents 

this with those who form a homosocial bond with the heroine to interrogate 

gender, generational and familial issues, as well as the relationship of the 

society to the individual. Employing the strategy of Queer Theory, this 

paper reveals the fiction of forced heterosexual love in a patriarchal society, 

and then shows that the Nurse is a queer agent who serves as an internal 

director, manipulating and exerting control over Juliet, ranging from
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influencing the development of Juliet's sexuality to helping her depart from 

a traditional role as an obedient daughter. Her function and impact seem to 

be closely related to the qualities she possesses. Thus, the paper's primary 

focus is upon the role of the Nurse who affects cross-gender relationships 

for either good or ill.


